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平成27年　第1回定例会
町政を問う（一般質問に９人）
子ども議会・応援しょうでぇ～

平成27年　第1回定例会
町政を問う（一般質問に９人）
子ども議会・応援しょうでぇ～
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議
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広
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特
別
委
員
会

委 

員 

長
　
西
本
　
祐
子

副
委
員
長
　
柴
村
　
賢
三

委
　
　
員
　
大
松
喜
次
郎

委
　
　
員
　
宮
本
　
　
隆

委
　
　
員
　
濵
中
　
保
夫

　
桜
の
季
節
に
な
り
ま
し
た
。

前
回
の
地
方
選
は
４
年
前
。
忘

れ
も
し
な
い
３
月
11
日
に
起
こ

っ
た
東
日
本
大
震
災
の
年
で
し

た
。
私
た
ち
の
手
で
自
然
災
害

を
防
ぐ
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
が
、

常
に
防
災
意
識
を
持
ち
、
あ
ら

ゆ
る
対
策
を
講
じ
る
こ
と
は
で

き
ま
す
。
各
ご
家
庭
で
は
話
し

合
い
や
準
備
は
で
き
て
い
ま
す

か
。

　
さ
て
、
議
会
だ
よ
り
は
こ
の

４
年
間
、
５
名
の
委
員
を
中
心

に
、
皆
様
に
読
ん
で
い
た
だ
け

る
紙
面
づ
く
り
を
目
指
し
て
ま

い
り
ま
し
た
。

　
今
ま
で
の
ご
愛
読
に
感
謝
す

る
と
と
も
に
、
さ
ら
に
読
み
応

え
の
あ
る
内
容
を
考
え
て
ま
い

り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
濵
中
　
保
夫

町立宇多津幼稚園修了式
　みんな希望を胸に、大きな
　声で歌いました

町立宇多津幼稚園修了式
　みんな希望を胸に、大きな
　声で歌いました

香川県宇多津町

４月26日（日） は
　　　町議会議員選挙
４月26日（日） は
　　　町議会議員選挙

町の将来を左右する大事な選挙です。
ぜひ、投票に行きましょう。
町の将来を左右する大事な選挙です。
ぜひ、投票に行きましょう。
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告
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例
会
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告

定
例
会
報
告

定
例
会
報
告

条
例
改
正
な
ど

本会議 議員の賛否
◯  賛成　×  反対　欠  欠席（議長は、賛否同数の時のみ可否を決定する）

主　な　審　議　案　件 西本 濵中 柴村 宮本 大松 池田 青木 藍川 井原

平成26年度宇多津町一般会計補正予算（第5号）

平成26年度宇多津町国民健康保険特別会計補正予算（第2号）

平成26年度宇多津町介護保険特別会計補正予算（第3号）

平成27年度宇多津町一般会計予算

平成27年度宇多津町国民健康保険特別会計予算

平成27年度宇多津町介護保険特別会計予算

平成27年度宇多津町後期高齢者医療特別会計予算

平成27年度宇多津町下水道事業特別会計予算

平成27年度宇多津町はなの森墓地公苑整備事業特別会計予算

平成27年度宇多津町水道事業会計予算

宇多津町債権管理条例の制定

宇多津町介護保険条例の一部を改正する条例

宇多津町企業誘致条例の一部を改正する条例

香川県広域水道事業体設立準備協議会の設置

宇多津町庁舎等改修事業請負契約の締結

副町長の選任同
意

議
　        

案
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地方教育行政の組織および運営に関する法律の一部を改正する
法律の施行に伴う関係条例の整備に関する条例

主
な
内
容

補
正
予
算

27
年
度
予
算

平
成
26
年
度
宇
多
津
町
一
般
会
計
補
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予
算
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全
会
一
致
で
可
決

・
宇
多
津
町
総
合
戦
略
策
定
事
業
費

　
　平
成
27
年
度
か
ら
5
年
間
の
総
合
戦
略
を
策
定

・
新
宇
多
津
都
市
活
性
化
事
業
費

　
　新
都
市
の
活
性
化
を
推
進
す
る
た
め
の
事
業
費

・
新
婚
世
帯
家
賃
補
助
金

　
　民
間
賃
貸
住
宅
に
新
婚
世
帯
が
住
む
場
合
に
、
月
額

　
　1
万
円
の
補
助

・
不
妊
治
療
助
成
金

　
　不
妊
治
療
を
す
る
人
に
10
万
円
の
助
成

・
宇
多
津
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
補
助
金

　
　国
、
県
の
補
助
を
含
め
、
商
工
会
を
通
じ
て
3
0
6

　
　0
万
円
の
補
助

・
ア
ロ
ハ
ナ
イ
ト
イ
ベ
ン
ト
事
業
費

　
　現
在
1
日
の
開
催
を
2
日
間

・
分
庁
舎
用
地
取
得
お
よ
び
建
設
費
と
庁
舎
耐
震
改
修
費

・
宇
多
津
町
の
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
ビ
デ
オ
の
作
成
費

・
こ
め
っ
せ
宇
多
津
の
屋
根
の
葺
き
替
え
工
事
費

・
中
央
保
育
所
の
外
壁
や
外
部
階
段
な
ど
の
改
修
お
よ
び

　男
女
別
ト
イ
レ
の
新
設
工
事

・
30
基
の
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
設
置
の
助
成
金

・
坂
下
地
区
の
地
籍
調
査
費

・
大
橋
地
区
上
水
道
老
朽
管
布
設
替
工
事
費

・
19
か
所
の
橋
梁
の
調
査
委
託
料

・
6
号
公
園
（
ゴ
リ
ラ
公
園
）
の
遊
具
の
更
新
費

・
総
合
防
災
マ
ッ
プ
の
作
成
費

・
宇
多
津
小
学
校
、
北
小
学
校
、
中
学
校
に
太
陽
光
発
電

　設
備
の
工
事
費

・
北
小
学
校
の
1
階
便
所
の
改
修
工
事
費

・
ユ
ー
プ
ラ
ザ
北
側
駐
車
場
の
土
地
を
土
地
開
発
公
社
か

　ら
購
入

・
宇
多
津
町
債
権
管
理
条
例
の
制
定

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

                        

　全
会
一
致
で
可
決

（
要
旨
）
町
の
債
権
の
管
理
に
関
す
る
事
務
処
理
に
必
要
な
事
項
を
定

　
め
る
こ
と
に
よ
り
、
債
権
の
管
理
の
適
正
を
期
し
、
負
担
の
公
平
性

　
を
よ
り
確
実
な
も
の
と
す
る
。
こ
の
条
例
は
町
の
全
て
の
債
権
を
対

　
象
と
し
て
い
る
。
ま
た
、
台
帳
の
整
備
を
行
な
う
。

・
宇
多
津
町
介
護
保
険
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

                        

　全
会
一
致
で
可
決

（
要
旨
）
平
成
27
年
度
か
ら
29
年
度
ま
で
の
介
護
保
険
税
率
を
設
定
す

　
る
。
現
状
の
介
護
保
険
料
標
準
額
の
１
か
月
5075
円
が
5300
円
と
な
る
。

　
県
下
の
平
均
は
１
か
月
5636
円
で
あ
る
。

・
宇
多
津
町
企
業
誘
致
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

                        

　全
会
一
致
で
可
決

（
要
旨
）
誘
致
企
業
に
対
し
交
付
す
る
助
成
金
の
算
定
率
な
ど
に
つ
い

　
て
、
香
川
県
お
よ
び
近
隣
自
治
体
に
比
べ
本
町
が
低
い
状
況
に
あ
る
。

　
そ
の
た
め
、
他
自
治
体
と
均
衡
を
図
り
つ
つ
本
町
に
お
け
る
経
済
の

　
発
展
お
よ
び
雇
用
機
会
の
拡
大
に
資
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。
ま

　
た
、
今
ま
で
助
成
金
の
対
象
地
域
を
番
の
州
地
区
と
浜
の
区
域
に
限

　
定
し
て
い
た
が
、
町
内
全
域
を
対
象
と
し
た
。

・
香
川
県
広
域
水
道
事
業
体
設
立
準
備
協
議
会
の
設
置

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

                        

　全
会
一
致
で
可
決

（
要
旨
）
広
域
水
道
事
業
体
の
設
立
の
た
め
の
連
絡
調
整
お
よ
び
広
域

　
的
な
水
道
事
業
の
計
画
の
共
同
作
成
を
行
な
う
た
め
に
準
備
協
議
会

　
を
設
置
す
る
。
本
町
は
職
員
１
名
を
派
遣
す
る
。

　平
成
27
年
第
1
回
定
例
会
は
3
月
9
日
か
ら
20
日
ま
で
開
催
し
、
議
案
25
件
、
同
意
1
件
、
発
議

1
件
を
審
議
し
ま
し
た
。
本
会
議
に
お
い
て
、
原
案
を
全
て
可
決
お
よ
び
同
意
し
ま
し
た
。

　一
般
質
問
は
3
月
10
日
、
11
日
に
行
な
い
、
議
論
を
交
わ
し
ま
し
た
。

小中学校に太陽
光発電設備

小中学校に太陽
光発電設備

平
成
27
年
　
第
１
回
定
例
会

平
成
27
年
　
第
１
回
定
例
会
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替
工
事
費

・
19
か
所
の
橋
梁
の
調
査
委
託
料

・
6
号
公
園
（
ゴ
リ
ラ
公
園
）
の
遊
具
の
更
新
費

・
総
合
防
災
マ
ッ
プ
の
作
成
費

・
宇
多
津
小
学
校
、
北
小
学
校
、
中
学
校
に
太
陽
光
発
電

　設
備
の
工
事
費

・
北
小
学
校
の
1
階
便
所
の
改
修
工
事
費

・
ユ
ー
プ
ラ
ザ
北
側
駐
車
場
の
土
地
を
土
地
開
発
公
社
か

　ら
購
入

・
宇
多
津
町
債
権
管
理
条
例
の
制
定

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

                        

　全
会
一
致
で
可
決

（
要
旨
）
町
の
債
権
の
管
理
に
関
す
る
事
務
処
理
に
必
要
な
事
項
を
定

　
め
る
こ
と
に
よ
り
、
債
権
の
管
理
の
適
正
を
期
し
、
負
担
の
公
平
性

　
を
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確
実
な
も
の
と
す
る
。
こ
の
条
例
は
町
の
全
て
の
債
権
を
対

　
象
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し
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い
る
。
ま
た
、
台
帳
の
整
備
を
行
な
う
。

・
宇
多
津
町
介
護
保
険
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

                        

　全
会
一
致
で
可
決

（
要
旨
）
平
成
27
年
度
か
ら
29
年
度
ま
で
の
介
護
保
険
税
率
を
設
定
す
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。
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介
護
保
険
料
標
準
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１
か
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円
が
5300
円
と
な
る
。

　
県
下
の
平
均
は
１
か
月
5636
円
で
あ
る
。

・
宇
多
津
町
企
業
誘
致
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

                        

　全
会
一
致
で
可
決

（
要
旨
）
誘
致
企
業
に
対
し
交
付
す
る
助
成
金
の
算
定
率
な
ど
に
つ
い

　
て
、
香
川
県
お
よ
び
近
隣
自
治
体
に
比
べ
本
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が
低
い
状
況
に
あ
る
。
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均
衡
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に
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け
る
経
済
の

　
発
展
お
よ
び
雇
用
機
会
の
拡
大
に
資
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。
ま

　
た
、
今
ま
で
助
成
金
の
対
象
地
域
を
番
の
州
地
区
と
浜
の
区
域
に
限

　
定
し
て
い
た
が
、
町
内
全
域
を
対
象
と
し
た
。

・
香
川
県
広
域
水
道
事
業
体
設
立
準
備
協
議
会
の
設
置

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

                        

　全
会
一
致
で
可
決

（
要
旨
）
広
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水
道
事
業
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の
設
立
の
た
め
の
連
絡
調
整
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よ
び
広
域

　
的
な
水
道
事
業
の
計
画
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共
同
作
成
を
行
な
う
た
め
に
準
備
協
議
会

　
を
設
置
す
る
。
本
町
は
職
員
１
名
を
派
遣
す
る
。

　平
成
27
年
第
1
回
定
例
会
は
3
月
9
日
か
ら
20
日
ま
で
開
催
し
、
議
案
25
件
、
同
意
1
件
、
発
議

1
件
を
審
議
し
ま
し
た
。
本
会
議
に
お
い
て
、
原
案
を
全
て
可
決
お
よ
び
同
意
し
ま
し
た
。

　一
般
質
問
は
3
月
10
日
、
11
日
に
行
な
い
、
議
論
を
交
わ
し
ま
し
た
。

小中学校に太陽
光発電設備

小中学校に太陽
光発電設備

平
成
27
年
　
第
１
回
定
例
会

平
成
27
年
　
第
１
回
定
例
会
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一
般
質
問

一
般
質
問

一
般
質
問

一
般
質
問

宇
多
津
町
が
全
国
初

活性化事業

宇多津町議会だより No.54宇多津町議会だより No.54

問

問

宮
本
ま
ち
づ
く
り
課
長

山
下
教
育
次
長

　
　
当
町
の
臨
海
公
園
周
辺
は
、

大
き
な
賑
わ
い
ポ
イ
ン
ト
。
臨

海
公
園
か
ら
南
側
そ
の
先
に
は

商
業
施
設
が
立
ち
並
ん
で
い
る
。

　
今
秋
に
は
イ
オ
ン
タ
ウ
ン
が

で
き
、
さ
ら
に
賑
わ
う
。
こ
の

現
況
は
県
内
最
大
級
の
商
業
エ

リ
ア
と
な
る
。
新
都
市
、
臨
海

公
園
周
辺
の
こ
れ
か
ら
の
活
性

化
事
業
に
つ
い
て
う
か
が
い
た
い
。

　
　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
　
ヤ
フ

ー
の
検
索
で
『
い
じ
め
防
止
条

例
』
と
検
索
す
れ
ば
『
宇
多
津

町
い
じ
め
防
止
条
例
』
が
ト
ッ

プ
に
出
る
。
当
町
が
全
国
で
１

番
早
く
い
じ
め
防
止
条
例
を
制

定
し
た
。
こ
の
条
例
は
、
当
町

の
宝
で
あ
る
。
当
町
は
い
じ
め

防
止
の
先
進
地
と
し
て
『
日
本

一
住
み
や
す
い
宇
多
津
町
』
を

堂
々
、
全
国
に
宣
言
し
、
い
じ

め
防
止
の
抑
止
力
向
上
の
取
り

組
み
を
尋
ね
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
塩
の

町
と
し
て
栄
え
た
本
町
は
塩
田

所
有
者
の
理
解
の
も
と
、
国
や

県
の
支
援
を
受
け
て
土
地
区
画

整
備
事
業
で
整
備
さ
れ
た
成
功

例
で
あ
る
。
ま
ち
づ
く
り
団
体

な
ど
と
の
協
議
は
こ
れ
か
ら
だ

が
、
ア
ロ
ハ
ナ
イ
ト
の
拡
充
や

秋
の
イ
ベ
ン
ト
で
商
業
施
設
の

オ
ー
プ
ン
を
応
援
し
た
い
。
具

体
的
に
は
秋
の
収
穫
祭
。
新
し

い
事
業
と
し
て
は
香
川
短
期
大

新都市 臨海公園周辺の活性化

い
じ
め
防
止
条
例
と

　
　
　そ
の
防
止
の
取
り
組
み

い
じ
め
防
止
等
対
策
委
員
会
の
開
催
や
情
報

交
換
、啓
発
活
動
を
予
定
し
て
い
る
／
教
育
次
長

アロハナイトの拡充や秋のイベントで商業
施設のオープンを応援したい／まちづくり課長

　
　
　
　
　
　
　
い
じ
め
防
止

等
対
策
委
員
会
は
年
１
、
２
回

の
開
催
を
予
定
し
て
い
る
。
ま

た
、
い
じ
め
事
案
調
査
委
員
会

は
調
査
を
要
し
な
い
限
り
開
催

し
な
い
が
、
情
報
交
換
は
予
定

し
て
い
る
。
情
報
が
あ
っ
た
場

合
に
は
保
護
者
を
交
え
て
話
し

合
う
ほ
か
、
教
職
員
に
対
す
る

研
修
も
実
施
し
て
い
る
。
今
後

は
ポ
ス
タ
ー
、
チ
ラ
シ
な
ど
で

の
啓
発
活
動
を
予
定
し
て
い
る
。

　
宇
多
津
町
議
会
は
、
議
会
改
革
の
取
り
組

み
が
評
価
さ
れ
、
こ
の
た
び
全
国
町
村
議
会

議
長
会
か
ら
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
議

会
基
本
条
例
の
制
定
を
始
め
、
コ
ン
パ
ク
ト

議
会
サ
ミ
ッ
ト
の
開
催
、
各
種
団
体
と
の
懇

談
会
な
ど
の
取
り
組
み
に
よ
る
も
の
で
す
。

　
今
後
と
も
、
議
会
改
革
を
さ
ら
に
進
め
、

皆
さ
ま
と
と
も
に
歩
む
「
開
か
れ
た
議
会
」

を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

井上　弘治　議員

町政を問う
（一般質問の件名）

井 上 弘 治

西 本 祐 子

濵 中 保 夫

柴 村 賢 三

宮 本 　 隆

大松喜次郎

池 田 弘 昌

藍川佳津樹

井 原 猛 雄

5ページ

6ページ

7ページ

8ページ

9ページ

10ページ

11ページ

12ページ

13ページ

・新都市　臨海公園周辺の活性化
・いじめ防止条例とその防止の取り組み
（その他）子どもの体力低下とその対応

・広域コミュニティバスの運行を
・小中学校の窓ガラスに飛散防止フィルム

・公用車にドライブレコーダー設置を
・災害時のアレルギー対応の非常食は

・ＡＥＤに対する啓発と設置場所の見直し
・農業施策の方針と後継者の育成は

・福祉避難所の設置は
・通学路に防犯カメラの設置を

・徘徊高齢者の捜索マニュアルの作成をしては
・公園の利用者を増やす対策を

・地方創生事業と平成27年度重点予算
・第一次産業の育成と振興策は

・地方創生への取り組み
・役場の人財と組織強化策は

学
に
協
力
い
た
だ
き
コ
ス
プ
レ

イ
ベ
ン
ト
を
考
え
て
い
る
。
商

工
会
青
年
部
の
井
上
議
員
に
も

ぜ
ひ
尽
力
い
た
だ
き
た
い
。

子どもたちが遊ぶ臨海公園周辺

・四国最大水族館とＪＲ記念切符発売
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交
通
弱
者
対
策

一
般
質
問

一
般
質
問

一
般
質
問

一
般
質
問

宇多津町議会だより No.54宇多津町議会だより No.54

問

問亀
井
総
務
課
長

亀
井
総
務
課
長

三
芳
危
機
管
理
課
長

小中学校の窓ガラス

宮
本
ま
ち
づ
く
り
課
長

宮
本
ま
ち
づ
く
り
課
長

問

山
下
教
育
次
長

山
下
教
育
次
長

　
　
高
齢
者
の
運
転
ミ
ス
に
よ

る
事
故
が
多
発
し
て
い
る
昨
今
、

町
内
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
運

行
を
望
む
声
が
多
い
。
ま
た
転

勤
族
の
中
に
は
自
動
車
の
運
転

免
許
を
持
っ
て
い
な
い
人
も
お

り
、
転
出
入
の
多
い
本
町
で
は

特
に
必
要
で
は
な
い
か
。
幸
い
、

丸
亀
の
バ
ス
が
宇
多
津
駅
前
に

乗
り
入
れ
て
い
る
の
で
、
町
で

少
し
負
担
し
て
、
路
線
を
伸
ば

せ
な
い
か
。

　
　
災
害
時
に
避
難
所
と
な
っ

て
い
る
町
内
の
小
中
学
校
で
は
、

耐
震
改
修
工
事
も
ひ
と
段
落
し

た
。
先
日
の
徳
島
の
地
震
で
は
、

小
学
校
の
窓
ガ
ラ
ス
が
破
損
し

た
と
聞
い
て
い
る
。
そ
こ
で
子

ど
も
た
ち
が
避
難
す
る
た
め
に

広
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の

　
　
　
　
　
　
　
　運
行
を

西本  祐子　議員濵中  保夫　議員

単
独
で
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
は
経
費
が
問
題

近
隣
市
町
と
協
議
で
き
れ
ば
／
ま
ち
づ
く
り
課
長

　
　
最
近
の
交
通
事
故
は
減
少

傾
向
に
あ
る
が
、
道
路
と
車
と

人
の
複
雑
に
交
わ
る
交
差
点
は
、

最
も
事
故
の
起
こ
り
や
す
い
場

所
で
あ
り
、
毎
年
人
身
事
故
の

約
６
割
、
死
亡
事
故
の
約
４
〜

５
割
が
発
生
し
て
い
る
。

　
そ
こ
で
、
ド
ラ
イ
ブ
レ
コ
ー

ダ
ー
を
設
置
し
て
い
れ
ば
、
ド

ラ
イ
ブ
中
常
時
録
画
し
て
く
れ
、

ト
ラ
ブ
ル
時
に
役
に
立
つ
。
ぜ

ひ
、
ド
ラ
イ
ブ
レ
コ
ー
ダ
ー
の

設
置
を
。

公用車にドライブレコーダー設置を
まずはマイクロバス２台に設置し、
今後の導入も検討していく／総務課長

　
　
　
　
　
　
　
ま
ず
は
比
較

的
長
距
離
で
多
数
の
乗
員
で
運

行
し
て
い
る
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
２

台
に
設
置
し
た
い
と
考
え
て
い

る
。
設
置
に
よ
り
交
通
事
故
の

ト
ラ
ブ
ル
発
生
リ
ス
ク
の
回
避
、

さ
ら
に
は
安
全
運
転
意
識
の
向

上
に
も
役
立
て
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
公
用
車
と
言

っ
て
も
消
防
車
、
清
掃
車
な
ど

数
十
台
は
あ
る
。
用
途
に
応
じ

て
検
討
し
た
い
。

　
　
　
　
昨
年
12
月
か
ら
今
年

２
月
ま
で
に
重
大
事
故
が
２
件

起
き
、
そ
の
現
場
に
看
板
が
設

置
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
目
撃

者
探
し
で
あ
る
。
可
視
化
を
す

る
と
い
う
目
的
か
ら
も
設
置
す

べ
き
で
あ
る
。

災
害
用
備
蓄

再
質
問

　
　
　
　
そ
の
タ
ク
シ
ー
チ
ケ

ッ
ト
に
は
利
用
条
件
が
あ
る
。

坂
出
・
丸
亀
の
広
域
バ
ス
を
検

討
い
た
だ
き
た
い
。

再
質
問

災
害
時
の
ア
レ
ル
ギ
ー
対
応
の

　
　
　
　
　
　
　
　非
常
食
は

備
蓄
し
て
い
る
が
、
全
て
の
ア
レ
ル
ギ
ー
食
物

に
は
対
応
で
き
て
い
な
い
／
危
機
管
理
課
長

　
　
非
常
食
と
し
て
備
蓄
用
の

ア
ル
フ
ァ
米
で
は
、
お
か
ず
が

不
要
の
混
ぜ
ご
飯
が
多
い
が
、

皆
が
食
べ
ら
れ
る
と
い
う
意
味

で
白
米
の
ほ
う
が
い
い
と
言
う
。

災
害
時
は
皆
平
等
に
行
き
渡
る

よ
う
に
ア
レ
ル
ギ
ー
を
患
っ
て

い
る
子
ど
も
や
大
人
で
も
遠
慮

し
な
い
で
食
べ
ら
れ
る
物
を
用

意
す
る
観
点
か
ら
、
ア
レ
ル
ギ

ー
対
応
の
非
常
食
は
現
在
、
本

町
で
は
備
蓄
し
て
い
る
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
食
物
ア
レ

ル
ギ
ー
を
引
き
起
こ
す
こ
と
が

飛散防止フイルムを貼れないか
 学校施設の改修工事を進めていく
　　　　　　　　　　　／教育次長

交通事故防止

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
路
線

バ
ス
の
変
更
は
国
の
許
可
が
必

要
で
、
思
っ
て
い
る
ほ
ど
た
や

す
く
は
な
い
。
そ
の
代
わ
り
に
、

コ
ン
パ
ク
ト
な
町
の
特
性
を
生

か
し
て
、
県
内
初
の
交
通
弱
者

を
対
象
と
し
た
タ
ク
シ
ー
チ
ケ

ッ
ト
の
配
布
を
始
め
た
。
ま
た

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
に
は
５
千

万
円
と
い
う
経
費
が
か
か
り
、

今
の
と
こ
ろ
は
考
え
て
い
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
今
の

と
こ
ろ
、
協
議
予
定
は
な
い
と

聞
い
て
い
る
が
、
今
後
広
域
連

合
で
こ
の
話
が
持
ち
上
が
れ
ば
、

検
討
す
る
。

　
　
　
　
防
災
教
育
の
一
環
と

し
て
、
地
域
の
人
た
ち
や
Ｐ
Ｔ

Ａ
で
フ
イ
ル
ム
を
貼
っ
て
い
る

学
校
も
あ
る
が
。

再
質
問

　
　
　
　
　
　
　
ロ
ッ
カ
ー
や

テ
レ
ビ
な
ど
物
品
の
固
定
、
窓

ガ
ラ
ス
の
飛
散
防
止
、
内
外
壁

改
修
な
ど
の
耐
震
関
連
工
事
は
、

学
校
な
ら
び
に
財
政
当
局
と
協

議
し
な
が
ら
順
次
実
施
す
る
予

定
。

　
　
　
　
　
　
　
窓
枠
の
老
朽

化
に
よ
り
、
フ
ィ
ル
ム
を
貼
る

だ
け
で
は
対
応
で
き
な
い
と
こ

ろ
も
あ
る
。

も
、
ま
た
避
難
所
と
し
て
集
ま

る
人
た
ち
の
た
め
に
も
、
窓
ガ

ラ
ス
に
飛
散
防
止
フ
ィ
ル
ム
を

貼
れ
な
い
か
。

　
な
お
、
今
後
の
導
入
に
つ
い

て
は
、
ド
ラ
イ
ブ
レ
コ
ー
ダ
ー

利
活
用
の
状
況
を
踏
ま
え
、
新

規
公
用
車
購
入
の
折
に
検
討
し

て
い
き
た
い
。

明
ら
か
に
な
っ
た
食
品
の
う
ち
、

症
例
が
多
い
も
の
や
症
状
が
重

篤
な
特
定
原
材
料
７
品
目
や
過

去
に
一
定
の
頻
度
で
健
康
被
害

が
見
ら
れ
た
特
定
原
材
料
に
準

ず
る
も
の
を
避
け
た
非
常
食
は

準
備
し
て
い
る
。
し
か
し
、
全

て
の
ア
レ
ル
ギ
ー
食
物
の
対
応

は
で
き
て
い
な
い
た
め
、
一
人

ひ
と
り
が
自
ら
備
蓄
を
行
な
い
、

避
難
す
る
と
き
に
持
ち
出
す
最

低
限
の
食
糧
お
よ
び
飲
料
水
、

生
活
用
品
に
つ
い
て
も
あ
わ
せ

て
準
備
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う

お
願
い
し
て
い
る
。

車に搭載されているドライブレコーダー
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交
通
弱
者
対
策

一
般
質
問

一
般
質
問

一
般
質
問

一
般
質
問

宇多津町議会だより No.54宇多津町議会だより No.54

問

問亀
井
総
務
課
長

亀
井
総
務
課
長

三
芳
危
機
管
理
課
長

小中学校の窓ガラス

宮
本
ま
ち
づ
く
り
課
長

宮
本
ま
ち
づ
く
り
課
長

問

山
下
教
育
次
長

山
下
教
育
次
長

　
　
高
齢
者
の
運
転
ミ
ス
に
よ

る
事
故
が
多
発
し
て
い
る
昨
今
、

町
内
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
運

行
を
望
む
声
が
多
い
。
ま
た
転

勤
族
の
中
に
は
自
動
車
の
運
転

免
許
を
持
っ
て
い
な
い
人
も
お

り
、
転
出
入
の
多
い
本
町
で
は

特
に
必
要
で
は
な
い
か
。
幸
い
、

丸
亀
の
バ
ス
が
宇
多
津
駅
前
に

乗
り
入
れ
て
い
る
の
で
、
町
で

少
し
負
担
し
て
、
路
線
を
伸
ば

せ
な
い
か
。

　
　
災
害
時
に
避
難
所
と
な
っ

て
い
る
町
内
の
小
中
学
校
で
は
、

耐
震
改
修
工
事
も
ひ
と
段
落
し

た
。
先
日
の
徳
島
の
地
震
で
は
、

小
学
校
の
窓
ガ
ラ
ス
が
破
損
し

た
と
聞
い
て
い
る
。
そ
こ
で
子

ど
も
た
ち
が
避
難
す
る
た
め
に

広
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の

　
　
　
　
　
　
　
　運
行
を

西本  祐子　議員濵中  保夫　議員

単
独
で
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
は
経
費
が
問
題

近
隣
市
町
と
協
議
で
き
れ
ば
／
ま
ち
づ
く
り
課
長

　
　
最
近
の
交
通
事
故
は
減
少

傾
向
に
あ
る
が
、
道
路
と
車
と

人
の
複
雑
に
交
わ
る
交
差
点
は
、

最
も
事
故
の
起
こ
り
や
す
い
場

所
で
あ
り
、
毎
年
人
身
事
故
の

約
６
割
、
死
亡
事
故
の
約
４
〜

５
割
が
発
生
し
て
い
る
。

　
そ
こ
で
、
ド
ラ
イ
ブ
レ
コ
ー

ダ
ー
を
設
置
し
て
い
れ
ば
、
ド

ラ
イ
ブ
中
常
時
録
画
し
て
く
れ
、

ト
ラ
ブ
ル
時
に
役
に
立
つ
。
ぜ

ひ
、
ド
ラ
イ
ブ
レ
コ
ー
ダ
ー
の

設
置
を
。

公用車にドライブレコーダー設置を
まずはマイクロバス２台に設置し、
今後の導入も検討していく／総務課長

　
　
　
　
　
　
　
ま
ず
は
比
較

的
長
距
離
で
多
数
の
乗
員
で
運

行
し
て
い
る
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
２

台
に
設
置
し
た
い
と
考
え
て
い

る
。
設
置
に
よ
り
交
通
事
故
の

ト
ラ
ブ
ル
発
生
リ
ス
ク
の
回
避
、

さ
ら
に
は
安
全
運
転
意
識
の
向

上
に
も
役
立
て
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
公
用
車
と
言

っ
て
も
消
防
車
、
清
掃
車
な
ど

数
十
台
は
あ
る
。
用
途
に
応
じ

て
検
討
し
た
い
。

　
　
　
　
昨
年
12
月
か
ら
今
年

２
月
ま
で
に
重
大
事
故
が
２
件

起
き
、
そ
の
現
場
に
看
板
が
設

置
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
目
撃

者
探
し
で
あ
る
。
可
視
化
を
す

る
と
い
う
目
的
か
ら
も
設
置
す

べ
き
で
あ
る
。

災
害
用
備
蓄

再
質
問

　
　
　
　
そ
の
タ
ク
シ
ー
チ
ケ

ッ
ト
に
は
利
用
条
件
が
あ
る
。

坂
出
・
丸
亀
の
広
域
バ
ス
を
検

討
い
た
だ
き
た
い
。

再
質
問

災
害
時
の
ア
レ
ル
ギ
ー
対
応
の

　
　
　
　
　
　
　
　非
常
食
は

備
蓄
し
て
い
る
が
、
全
て
の
ア
レ
ル
ギ
ー
食
物

に
は
対
応
で
き
て
い
な
い
／
危
機
管
理
課
長

　
　
非
常
食
と
し
て
備
蓄
用
の

ア
ル
フ
ァ
米
で
は
、
お
か
ず
が

不
要
の
混
ぜ
ご
飯
が
多
い
が
、

皆
が
食
べ
ら
れ
る
と
い
う
意
味

で
白
米
の
ほ
う
が
い
い
と
言
う
。

災
害
時
は
皆
平
等
に
行
き
渡
る

よ
う
に
ア
レ
ル
ギ
ー
を
患
っ
て

い
る
子
ど
も
や
大
人
で
も
遠
慮

し
な
い
で
食
べ
ら
れ
る
物
を
用

意
す
る
観
点
か
ら
、
ア
レ
ル
ギ

ー
対
応
の
非
常
食
は
現
在
、
本

町
で
は
備
蓄
し
て
い
る
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
食
物
ア
レ

ル
ギ
ー
を
引
き
起
こ
す
こ
と
が

飛散防止フイルムを貼れないか
 学校施設の改修工事を進めていく
　　　　　　　　　　　／教育次長

交通事故防止

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
路
線

バ
ス
の
変
更
は
国
の
許
可
が
必

要
で
、
思
っ
て
い
る
ほ
ど
た
や

す
く
は
な
い
。
そ
の
代
わ
り
に
、

コ
ン
パ
ク
ト
な
町
の
特
性
を
生

か
し
て
、
県
内
初
の
交
通
弱
者

を
対
象
と
し
た
タ
ク
シ
ー
チ
ケ

ッ
ト
の
配
布
を
始
め
た
。
ま
た

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
に
は
５
千

万
円
と
い
う
経
費
が
か
か
り
、

今
の
と
こ
ろ
は
考
え
て
い
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
今
の

と
こ
ろ
、
協
議
予
定
は
な
い
と

聞
い
て
い
る
が
、
今
後
広
域
連

合
で
こ
の
話
が
持
ち
上
が
れ
ば
、

検
討
す
る
。

　
　
　
　
防
災
教
育
の
一
環
と

し
て
、
地
域
の
人
た
ち
や
Ｐ
Ｔ

Ａ
で
フ
イ
ル
ム
を
貼
っ
て
い
る

学
校
も
あ
る
が
。

再
質
問

　
　
　
　
　
　
　
ロ
ッ
カ
ー
や

テ
レ
ビ
な
ど
物
品
の
固
定
、
窓

ガ
ラ
ス
の
飛
散
防
止
、
内
外
壁

改
修
な
ど
の
耐
震
関
連
工
事
は
、

学
校
な
ら
び
に
財
政
当
局
と
協

議
し
な
が
ら
順
次
実
施
す
る
予

定
。

　
　
　
　
　
　
　
窓
枠
の
老
朽

化
に
よ
り
、
フ
ィ
ル
ム
を
貼
る

だ
け
で
は
対
応
で
き
な
い
と
こ

ろ
も
あ
る
。

も
、
ま
た
避
難
所
と
し
て
集
ま

る
人
た
ち
の
た
め
に
も
、
窓
ガ

ラ
ス
に
飛
散
防
止
フ
ィ
ル
ム
を

貼
れ
な
い
か
。

　
な
お
、
今
後
の
導
入
に
つ
い

て
は
、
ド
ラ
イ
ブ
レ
コ
ー
ダ
ー

利
活
用
の
状
況
を
踏
ま
え
、
新

規
公
用
車
購
入
の
折
に
検
討
し

て
い
き
た
い
。

明
ら
か
に
な
っ
た
食
品
の
う
ち
、

症
例
が
多
い
も
の
や
症
状
が
重

篤
な
特
定
原
材
料
７
品
目
や
過

去
に
一
定
の
頻
度
で
健
康
被
害

が
見
ら
れ
た
特
定
原
材
料
に
準

ず
る
も
の
を
避
け
た
非
常
食
は

準
備
し
て
い
る
。
し
か
し
、
全

て
の
ア
レ
ル
ギ
ー
食
物
の
対
応

は
で
き
て
い
な
い
た
め
、
一
人

ひ
と
り
が
自
ら
備
蓄
を
行
な
い
、

避
難
す
る
と
き
に
持
ち
出
す
最

低
限
の
食
糧
お
よ
び
飲
料
水
、

生
活
用
品
に
つ
い
て
も
あ
わ
せ

て
準
備
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う

お
願
い
し
て
い
る
。

車に搭載されているドライブレコーダー
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一
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質
問

一
般
質
問

一
般
質
問

一
般
質
問

町
政
運
営
方
針

子どもの安全 農家の高齢化

宇多津町議会だより No.54宇多津町議会だより No.54

問

問問

問

山
下
教
育
次
長

三
芳
危
機
管
理
課
長

三
芳
危
機
管
理
課
長

自
動
体
外
式
除
細
動
器（
Ａ
Ｅ
Ｄ
）

災
害
対
策

合
田
教
育
長

三
芳
危
機
管
理
課
長

福
祉
避
難
所
と
し
て
３
か
所
を
指
定
／
危
機
管
理
課
長

　
　
生
徒
が
部
活
動
中
に
倒
れ

て
心
肺
停
止
状
態
に
な
っ
た
場

合
、
１
分
１
秒
を
争
う
救
急
処

置
が
必
要
で
あ
る
。

　
Ａ
Ｅ
Ｄ
は
町
内
の
公
共
施
設

に
設
置
さ
れ
て
は
い
る
が
町
内

全
体
の
配
置
も
少
な
く
、
ま
た
、

設
置
場
所
の
バ
ラ
ン
ス
も
悪
い
。

住
民
の
生
命
を
い
ち
早
く
守
る

た
め
に
は
、
各
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

ー
分
館
や
24
時
間
営
業
の
コ
ン

ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
へ
の
設
置

を
求
め
る
。

　
　
農
家
も
高
齢
化
が
進
ん
で

い
る
社
会
状
況
の
中
で
農
業
を

継
続
し
て
く
れ
る
若
者
を
育
成

し
な
け
れ
ば
農
地
を
維
持
管
理

す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
て

い
る
。

　
し
か
し
、
宇
多
津
町
は
農
業

振
興
地
域
の
適
用
を
受
け
て
い

な
い
た
め
、
国
・
県
か
ら
農
業

事
業
に
対
す
る
制
度
の
適
用
や

補
助
な
ど
の
支
援
を
得
る
こ
と

　
　
子
ど
も
を
狙
っ
た
痛
ま
し

い
事
件
・
事
故
な
ど
が
多
発
し

て
い
る
。

　
犯
罪
な
ど
の
未
然
防
止
、
ま

た
事
件
・
事
故
の
発
生
時
に
迅

速
な
対
応
が
で
き
る
よ
う
、
通

学
路
に
防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
を

し
て
は
。

　
　
福
祉
避
難
所
と
は
「
高
齢

者
、
障
害
者
、
妊
産
婦
、
乳
幼

児
等
一
般
的
な
避
難
所
で
は
生

活
に
支
障
を
き
た
す
」
人
の
た

め
に
バ
リ
ア
フ
リ
ー
設
備
、
介

護
福
祉
士
、
看
護
師
な
ど
ス
タ

ッ
フ
の
配
置
な
ど
の
特
別
な
配

慮
が
な
さ
れ
た
避
難
所
の
こ
と

を
指
し
２
次
避
難
所
と
し
て
位

置
付
け
ら
れ
る
。

　
宇
多
津
町
も
一
般
の
災
害
避

難
所
は
指
定
し
て
い
る
が
、
福

通学路に防犯カメラの設置を

Ａ
Ｅ
Ｄ
の
啓
発
と
設
置
場
所
の
見
直
し

町
内
27
か
所
に
設
置
さ
れ
、イ
ベ
ン
ト
に
も
持
参
、

使
用
研
修
も
行
な
っ
て
い
る
／
危
機
管
理
課
長

防犯カメラ設置も課題をクリアする
必要がある／教育次長

農業施策の方針と
　　　　　後継者の育成は
できるだけの支援策を検討し、
農業振興に協力していきたい／町長

　
　
　
　
　
　
　
通
学
路
は
、

で
き
る
だ
け
自
動
車
や
自
転
車

の
通
行
量
が
少
な
く
、
児
童
生

徒
が
安
全
に
通
学
で
き
る
道
を

指
定
し
て
い
る
。
防
犯
カ
メ
ラ

設
置
も
一
つ
の
ツ
ー
ル
で
は
あ

る
が
住
民
へ
の
設
置
運
営
の
説

明
や
設
置
場
所
に
よ
っ
て
は
プ

ラ
イ
バ
シ
ー
保
護
な
ど
の
課
題

を
ク
リ
ア
す
る
必
要
が
あ
る
。

地
方
創
生
の
資
金
の
活
用
も
含

め
て
研
究
す
る
。
ち
ょ
っ
と
し

た
「
声
か
け
」
の
よ
う
な
お
せ

っ
か
い
も
お
願
い
し
た
い
。
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福
祉
避
難
所
の
設
置
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
般
的

な
避
難
所
で
は
支
障
を
き
た
す

人
た
ち
の
た
め
に
、
安
心
し
て

生
活
で
き
る
体
制
を
整
備
し
た

「
保
健
セ
ン
タ
ー
２
階
」
お
よ

び
「
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
　

寿
楽
荘
」「
老
人
保
健
施
設  

い

き
い
き
荘
」
の
３
か
所
を
指
定

し
て
い
る
。

　
ま
た
、
「
香
川
県
老
人
保
健

施
設
協
議
会
」
「
香
川
県
老
人

福
祉
施
設
協
議
会
」
と
災
害
時

に
お
け
る
要
援
護
高
齢
者
の
受

け
入
れ
な
ど
に
関
す
る
協
定
書

を
締
結
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
危
機
管

理
課
で
要
介
護
者
名
簿
を
作
成

し
、
万
が
一
の
と
き
に
は
そ
れ

を
利
用
し
避
難
を
行
な
い
た
い

と
考
え
て
い
る
。

　
名
簿
は
民
生
児
童
委
員
、
お

よ
び
自
治
会
連
合
会
、
警
察
な

ど
に
も
渡
し
て
い
る
。
担
当
職

員
は
決
め
て
い
な
い
が
、
保
健

セ
ン
タ
ー
で
は
保
健
師
が
対
応

す
る
予
定
。

保健センター１階に設置されているAED

谷
川
町
長

　
　
　
　
　
　
　
　
坂
出
法
人

会
の
申
し
出
で
町
内
の
Ａ
Ｅ
Ｄ

設
置
箇
所
を
調
べ
た
と
こ
ろ
、

　
　
　
　
自
治
会
・
団
体
・
学

校
な
ど
で
の
研
修
訓
練
・
住
民

へ
の
啓
発
活
動
を
頻
繁
に
実
施

す
る
必
要
が
あ
る
が
。

再
質
問

　
　
　
　
本
町
の
み
の
予
算
で

は
事
業
規
模
が
小
さ
い
た
め
、

県
・
国
に
強
く
支
援
を
求
め
る

こ
と
は
。

再
質
問

　
　
　
　
福
祉
避
難
所
の
対
象

と
な
る
者
の
現
況
や
、
利
用
可

能
な
施
設
の
把
握
は
。
福
祉
避

難
所
の
担
当
職
員
は
決
め
て
い

る
の
か
。

　
　
　
　
　
本
町
で
は
農
業
委

員
会
の
意
向
に
よ
り
「
農
業
振

興
地
域
」
の
指
定
を
受
け
な
か

っ
た
。
そ
れ
に
よ
り
農
地
転
用

が
可
能
と
な
り
、
宅
地
や
太
陽

光
発
電
用
地
と
し
て
転
用
さ
れ

て
い
る
。
農
地
面
積
も
小
さ
い

た
め
、
今
後
は
農
地
の
集
積
や

法
人
化
も
視
野
に
入
れ
、
町
と

し
て
も
で
き
る
だ
け
の
支
援
策

を
検
討
し
、
農
業
振
興
に
協
力

し
て
い
き
た
い
。

谷
川
町
長

　
　
　
　
　
本
町
は
、
農
振
地

域
で
は
な
い
の
で
、
国
・
県
の

補
助
は
受
け
ら
れ
な
い
。

が
で
き
な
い
。

　
そ
の
た
め
に
は
、
本
町
独
自

の
農
業
方
針
を
立
て
農
業
環
境

を
整
備
す
る
考
え
は
。

祉
避
難
所
の
設
置
は
ど
の
よ
う

に
な
っ
て
い
る
の
か
。

公
共
施
設
以
外
に
18
か
所
、
全

部
で
27
か
所
の
使
用
可
能
な
設

置
箇
所
を
把
握
し
て
い
る
。
ま

た
、
人
の
多
く
集
ま
る
イ
ベ
ン

ト
な
ど
で
は
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
持
参
し

て
い
る
。
今
年
度
は
10
団
体
に

て
11
回
の
心
肺
蘇
生
法
、
Ａ
Ｅ

Ｄ
使
用
研
修
を
行
な
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
学
校
関
係
で
は

先
生
は
対
応
で
き
る
が
、
生
徒

に
対
し
て
は
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
研
修
は

行
な
っ
て
い
な
い
。
心
臓
マ
ッ

サ
ー
ジ
は
体
育
の
授
業
で
教
育

を
し
て
い
る
の
で
、
ま
ず
は
心

臓
マ
ッ
サ
ー
ジ
を
し
て
そ
の
間

に
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
取
り
に
行
き
、
速

や
か
に
救
急
車
を
呼
ぶ
と
い
う

流
れ
で
対
応
す
る
。
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悪
用
さ
れ
る
、
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ど

も
を
脅
か
す
目
的
で
第
三
者
に
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わ
れ
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な
ど
の
意
見
も
あ
る

が
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可
能
性
の
話
を
す
る
と
き

り
が
な
い
。
通
学
路
の
死
角
と

な
る
箇
所
を
減
ら
す
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に
も

検
討
い
た
だ
き
た
い
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修
は

行
な
っ
て
い
な
い
。
心
臓
マ
ッ

サ
ー
ジ
は
体
育
の
授
業
で
教
育

を
し
て
い
る
の
で
、
ま
ず
は
心

臓
マ
ッ
サ
ー
ジ
を
し
て
そ
の
間

に
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
取
り
に
行
き
、
速

や
か
に
救
急
車
を
呼
ぶ
と
い
う

流
れ
で
対
応
す
る
。

　
情
報
が
悪
用
さ
れ
る
、
子
ど

も
を
脅
か
す
目
的
で
第
三
者
に

使
わ
れ
る
な
ど
の
意
見
も
あ
る

が
、
可
能
性
の
話
を
す
る
と
き

り
が
な
い
。
通
学
路
の
死
角
と

な
る
箇
所
を
減
ら
す
た
め
に
も

検
討
い
た
だ
き
た
い
。
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認
知
症
高
齢
者
の
行
方
不

明
が
年
々
増
え
て
い
る
。
本
町

で
も
徘
徊
し
て
保
護
さ
れ
た
事

態
が
発
生
し
て
い
る
。
一
刻
も

早
く
無
事
に
発
見
す
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
な
体
制
が
必
要
と

な
る
。
家
族
、
行
政
お
よ
び
関

係
機
関
が
一
体
と
な
っ
て
対
応

を
し
て
い
る
自
治
体
も
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
捜
索
行
動
マ
ニ
ュ

ア
ル
を
作
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
　
国
会
で
は
地
方
創
生
が
叫

ば
れ
都
会
だ
け
で
な
く
、
地
方

に
も
元
気
に
な
っ
て
も
ら
う
取

り
組
み
を
そ
れ
ぞ
れ
の
町
で
検

討
し
、
提
案
し
て
ほ
し
い
と
で

き
た
の
が
地
方
創
生
担
当
で
あ

る
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
町
の

提
案
は
。
ま
た
、
町
の
予
算
審

議
を
今
回
の
議
会
で
行
な
う
わ

け
だ
が
、
27
年
度
予
算
に
つ
い

て
、
町
が
特
別
に
力
を
入
れ
て

い
る
事
業
は
。

地方創生事業と２７年度重点予算

徘
徊
高
齢
者
の
捜
索
マ
ニ
ュ
ア
ル

　
　
　
　
　
　
　を
作
成
し
て
は

「
認
知
症
徘
徊
者
対
応
マ
ニュ
ア
ル
」

  

の
作
成
を
指
示
し
て
い
る
／
町
長

プレミアム商品券の発行や地方創生
先行型の事業拡大を行なう／町長

大松 喜次郎　議員

　
　
　
　
　
　
　
　
　
公
園
の

利
用
度
に
つ
い
て
は
、
目
的
・

場
所
・
地
域
に
よ
っ
て
偏
り
が

あ
る
。
「
４
号
公
園
」
の
ビ
オ

ト
ー
プ
は
香
川
大
学
に
よ
る
学

術
研
究
も
進
め
て
お
り
、
27
年

度
は
近
隣
自
治
会
な
ど
と
も
相

談
し
な
が
ら
、
整
備
を
進
め
て

い
き
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
整
備
や

遊
具
の
更
新
な
ど
を
迎
え
る
公

園
に
つ
い
て
は
、
整
備
計
画
の

段
階
か
ら
、
地
域
住
民
と
の
協

議
や
保
育
園
・
幼
稚
園
な
ど
か

ら
の
意
見
を
い
た
だ
い
て
い
る
。

ま
た
８
か
所
の
公
園
で
は
地
域

住
民
と
の
ア
ダ
プ
シ
ョ
ン
プ
ロ

グ
ラ
ム
に
よ
る
協
議
を
行
な
い
、

維
持
管
理
を
行
な
っ
て
い
る
。

　勇
退
あ
い
さ
つ

　
１
９
９
９
年
に
議
員
に
当

選
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
同

僚
議
員
や
執
行
部
の
方
々
に

恵
ま
れ
、
議
員
と
し
て
活
動

を
し
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、

今
回
の
選
挙
に
は
立
候
補
を

し
な
い
こ
と
に
い
た
し
ま
し

た
。
議
員
在
籍
中
に
は
各
種

委
員
長
や
議
長
、
坂
出
、
宇

多
津
広
域
行
政
務
組
合
議
長

な
ど
を
歴
任
さ
せ
て
い
た
だ

き
、
私
の
人
生
の
中
で
は
最

も
充
実
し
た
生
活
を
送
ら
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
多
く

の
人
に
出
会
い
、
学
ぶ
こ
と

も
多
く
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、

町
民
の
皆
様
に
は
温
か
い
ご

支
援
を
い
た
だ
き
、
16
年
間

に
わ
た
り
私
な
り
に
ま
ち
づ

く
り
の
お
手
伝
い
を
さ
せ
て

い
た
だ
け
た
こ
と
に
感
謝
を

し
て
お
り
ま
す
。
今
後
ま
す

ま
す
宇
多
津
町
が
未
来
永
劫

に
栄
え
る
こ
と
を
祈
っ
て
お

り
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

池田　弘昌　議員

　
　
　
　
マ
ニ
ュ
ア
ル
は
、
消

防
以
外
に
も
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
や
福
祉
課
な
ど
を
含
め

た
一
本
化
し
た
指
示
体
制
を
し

て
ほ
し
い
。

　
　
　
　
ア
ダ
プ
シ
ョ
ン
プ
ロ

グ
ラ
ム
は
ど
れ
く
ら
い
の
頻
度

で
実
施
を
し
て
い
る
の
か
。

　
　
新
都
市
を
始
め
多
く
の
街

区
公
園
が
あ
る
が
、
利
用
し
て

い
る
人
が
少
な
い
よ
う
に
感
じ

る
。
日
常
的
な
利
用
が
想
定
さ

れ
る
身
近
な
公
園
に
つ
い
て
、

ど
の
よ
う
な
公
園
に
し
た
い
か

を
話
し
合
う
「
公
園
ミ
ー
テ
ィ

ン
グ
」
を
実
施
す
る
考
え
が
あ

る
の
か
。
ま
た
、
ビ
オ
ト
ー
プ

が
あ
る
浜
七
番
丁
の
「
４
号
公

園
」
は
い
つ
も
人
が
い
な
い
が
、

公園の利用者を増やす対策を
地域住民と協議し、維持管理を
行なっている／地域整備課長

　
　
漁
業
に
つ
い
て
は
稚
魚
の

放
流
や
清
掃
活
動
や
砂
浜
の
復

元
な
ど
、
様
々
な
取
り
組
み
が

行
な
わ
れ
て
い
る
が
、
全
町
あ

げ
て
の
活
動
に
は
至
っ
て
い
な

い
。
ま
た
農
業
に
つ
い
て
は
環

境
整
備
が
必
要
で
、
少
な
い
耕

地
面
積
で
採
算
の
合
う
宇
多
津

型
の
農
業
の
指
導
と
育
成
が
重

要
。
一
次
産
業
の
育
成
に
つ
い

て
今
後
、
町
の
取
り
組
み
は
。

第
一
次
産
業
の
育
成
と
振
興
策
は

育
て
る
漁
業
、
付
加
価
値
農
業
を

　
　
　
　進
め
て
い
き
た
い
／
町
長

　
　
　
　
　
国
か
ら
地
域
住
民

生
活
等
緊
急
支
援
の
た
め
の
交

付
金
の
う
ち
、
地
域
消
費
喚
起
・

生
活
支
援
型
は
、
プ
レ
ミ
ア
ム

商
品
券
の
発
行
を
行
な
う
予
定
。

ま
た
、
地
方
創
生
先
行
型
に
お

い
て
は
、
新
婚
世
帯
家
賃
補
助

事
業
、
不
妊
治
療
助
成
事
業
、

ま
た
新
都
市
活
性
化
事
業
や

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

ア
ロ
ハ
ナ
イ
ト
事
業
の
拡
大
を

行
な
う
予
定
で
あ
る
。

　
27
年
度
予
算
の
重
点
政
策
は
、

最
も
多
額
の
予
算
を
必
要
と
す

る
庁
舎
耐
震
等
改
修
事
業
の
ほ

か
防
災
・
減
災
対
策
、
教
育
環

境
整
備
な
ど
を
考
え
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
行
方
不
明

の
情
報
が
あ
っ
た
場
合
は
、
ま

ず
は
警
察
に
連
絡
い
た
だ
く
が
、

町
で
は
聞
き
取
り
調
査
も
行
な

っ
て
い
る
。

　
作
成
中
の
対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル

で
は
危
機
管
理
課
、
保
健
福
祉

課
、
総
務
課
、
消
防
団
で
対
応

し
て
い
く
。
ま
た
、
防
災
無
線
、

防
災
ラ
ジ
オ
な
ど
も
活
用
し
、

情
報
収
集
に
努
め
る
。

　
　
　
　
　
今
後
、
認
知
症
高

齢
者
の
徘
徊
・
行
方
不
明
は
増

え
る
と
予
想
さ
れ
る
。
行
方
不

明
者
を
早
期
発
見
し
、
身
体
・

生
命
の
危
機
を
回
避
す
る
た
め

「
認
知
症
徘
徊
者
対
応
マ
ニ
ュ

ア
ル
」
の
作
成
を
指
示
し
て
い

る
。
地
域
で
の
見
守
り
や
声
か

け
を
お
願
い
し
た
い
。

　
　
　
　
　
漁
業
振
興
策
と
し

て
は
今
ま
で
の
捕
る
だ
け
の
漁

業
だ
け
で
な
く
、
育
て
る
漁
業

を
進
め
て
い
き
、
漁
業
組
合
と

も
協
議
を
重
ね
て
い
く
。
農
業

に
つ
い
て
は
、
農
地
の
集
積
や

付
加
価
値
の
あ
る
農
業
を
進
め

て
い
た
だ
く
た
め
に
、
農
業
委

員
会
と
も
協
議
を
行
な
い
な
が

ら
、
農
業
振
興
を
図
っ
て
い
き

た
い
。
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取
り
組
み
は
。

第
一
次
産
業
の
育
成
と
振
興
策
は

育
て
る
漁
業
、
付
加
価
値
農
業
を

　
　
　
　進
め
て
い
き
た
い
／
町
長

　
　
　
　
　
国
か
ら
地
域
住
民

生
活
等
緊
急
支
援
の
た
め
の
交

付
金
の
う
ち
、
地
域
消
費
喚
起
・

生
活
支
援
型
は
、
プ
レ
ミ
ア
ム

商
品
券
の
発
行
を
行
な
う
予
定
。

ま
た
、
地
方
創
生
先
行
型
に
お

い
て
は
、
新
婚
世
帯
家
賃
補
助

事
業
、
不
妊
治
療
助
成
事
業
、

ま
た
新
都
市
活
性
化
事
業
や

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

ア
ロ
ハ
ナ
イ
ト
事
業
の
拡
大
を

行
な
う
予
定
で
あ
る
。

　
27
年
度
予
算
の
重
点
政
策
は
、

最
も
多
額
の
予
算
を
必
要
と
す

る
庁
舎
耐
震
等
改
修
事
業
の
ほ

か
防
災
・
減
災
対
策
、
教
育
環

境
整
備
な
ど
を
考
え
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
行
方
不
明

の
情
報
が
あ
っ
た
場
合
は
、
ま

ず
は
警
察
に
連
絡
い
た
だ
く
が
、

町
で
は
聞
き
取
り
調
査
も
行
な

っ
て
い
る
。

　
作
成
中
の
対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル

で
は
危
機
管
理
課
、
保
健
福
祉

課
、
総
務
課
、
消
防
団
で
対
応

し
て
い
く
。
ま
た
、
防
災
無
線
、

防
災
ラ
ジ
オ
な
ど
も
活
用
し
、

情
報
収
集
に
努
め
る
。

　
　
　
　
　
今
後
、
認
知
症
高

齢
者
の
徘
徊
・
行
方
不
明
は
増

え
る
と
予
想
さ
れ
る
。
行
方
不

明
者
を
早
期
発
見
し
、
身
体
・

生
命
の
危
機
を
回
避
す
る
た
め

「
認
知
症
徘
徊
者
対
応
マ
ニ
ュ

ア
ル
」
の
作
成
を
指
示
し
て
い

る
。
地
域
で
の
見
守
り
や
声
か

け
を
お
願
い
し
た
い
。

　
　
　
　
　
漁
業
振
興
策
と
し

て
は
今
ま
で
の
捕
る
だ
け
の
漁

業
だ
け
で
な
く
、
育
て
る
漁
業

を
進
め
て
い
き
、
漁
業
組
合
と

も
協
議
を
重
ね
て
い
く
。
農
業

に
つ
い
て
は
、
農
地
の
集
積
や

付
加
価
値
の
あ
る
農
業
を
進
め

て
い
た
だ
く
た
め
に
、
農
業
委

員
会
と
も
協
議
を
行
な
い
な
が

ら
、
農
業
振
興
を
図
っ
て
い
き

た
い
。
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①
所
掌
す
る
課

の
連
絡
調
整
や
部
門
ご
と
の
統

括
管
理
を
行
な
っ
て
い
る
。
人

材
配
置
や
人
事
評
価
に
つ
い
て

も
今
後
検
討
し
た
い
。

②
優
秀
な
人
材
を
採
用
す
る
上

で
、
応
募
資
格
や
募
集
方
法
、

選
考
方
法
、
あ
る
い
は
待
遇
面

な
ど
、
様
々
な
工
夫
が
必
要
と

感
じ
て
お
り
、
今
後
の
職
員
採

用
に
お
い
て
検
討
す
る
。

③
長
期
休
職
者
は
２
名
で
、
８

年
〜
11
年
、
た
だ
し
現
在
は
無

給
。
今
後
は
こ
れ
ま
で
の
よ
う

な
病
気
休
暇
、
病
気
休
職
、
復

職
を
繰
り
返
す
人
を
出
さ
な
い

よ
う
に
し
た
い
。

　
藍
川
議
員
は
「
人
は
財
産
」
と

い
う
思
い
か
ら
「
人
財
」
と
い
う

表
記
に
し
て
い
ま
す
。

　
　
政
府
が
示
す「
ま
ち・ひ
と・

し
ご
と
創
生
法
」に
つ
い
て
、

地
方
は
総
合
戦
略
を
立
て
る
こ

と
に
な
る
が
、
町
と
し
て
は
ど

の
よ
う
に
ア
プ
ロ
ー
チ
す
る
準

備
を
整
え
る
の
か
。
ま
た
、
そ

の
た
め
の
人
材
、
組
織
強
化
も

求
め
ら
れ
る
と
思
う
が
、
総
合

的
、
計
画
的
、
具
体
的
に
実
施

す
る
た
め
の
総
合
戦
略
策
定
に

関
し
て
の
方
向
性
を
う
か
が
い

た
い
。

地
方
創
生
へ
の
取
り
組
み

本
町
に
最
も
ふ
さ
わ
し
い
事
業
を

戦
略
の
中
に
組
み
込
ん
で
い
き
た
い
／
町
長

藍川 佳津樹　議員

　
　
　
　
　
平
成
27
年
度
に
お

い
て
は
、
本
町
の
人
口
ビ
ジ
ョ

ン
や
総
合
戦
略
を
策
定
す
る
上

で
、
本
町
に
最
も
ふ
さ
わ
し
い

　
　
　
　
　
町
と
し
て
は
水
族

館
に
直
接
出
資
す
る
と
か
運
営

に
携
わ
る
と
い
う
こ
と
は
な
い

が
、
民
間
に
よ
る
水
族
館
の
建

設
が
決
ま
る
よ
う
で
あ
れ
ば
施

設
用
地
の
貸
し
出
し
、
お
よ
び

周
辺
ア
ク
セ
ス
道
路
の
整
備
な

ど
の
イ
ン
フ
ラ
整
備
、
ソ
フ
ト

面
で
の
支
援
を
実
施
す
る
予
定
。

本
町
の
み
な
ら
ず
中
讃
地
域
の

活
性
化
の
た
め
に
も
こ
の
計
画

の
実
現
が
図
れ
る
よ
う
、
国
に

も
支
援
を
要
望
し
て
い
る
。

　
　
　
　
例
え
ば
水
族
館
誘
致

が
奏
功
す
れ
ば
、
民
間
の
資
金

調
達
や
町
が
支
援
す
る
必
要
の

あ
る
環
境
整
備
事
業
も
対
象
と

な
る
の
で
は
。

　
　
前
の
質
問
に
関
連
し
て
、

役
場
の
人
財
の
能
力
向
上
と
組

織
強
化
が
必
然
と
な
る
。
そ
こ

で
提
言
と
あ
わ
せ
て
質
問
と
す

る
。

①
新
し
く
統
括
監
の
職
位
が
で

　
き
た
が
、
組
織
の
見
直
し
、

　
人
事
評
価
制
度
の
成
果
と
検

　
証
な
ど
を
職
責
と
し
て
は
。

②
中
途
採
用
の
管
理
職
補
強

役場の人財と組織強化策は
今後の検討が必要 ／統括監

事
業
を
戦
略
の
中
に
組
み
込
ん

で
い
き
た
い
。
基
本
的
に
は
、

「
人
口
増
加
と
地
域
活
性
化
の

推
進
」
を
基
本
的
な
考
え
方
と

し
て
、
そ
れ
に
つ
な
が
る
メ
ニ

ュ
ー
は
す
べ
て
テ
ー
ブ
ル
に
載

せ
た
上
で
、
本
町
の
実
態
や
特

性
、
財
政
状
態
な
ど
を
見
極
め

た
上
で
事
業
を
集
約
し
た
い
と

考
え
て
い
る
。
　
　
　
　
　
　
　

③
長
期
休
職
者
の
人
数
と
期
間
、

　
お
よ
び
給
与
支
給
の
状
況

井原  猛雄　議員

浦島太郎のイメージ

　
　
３
月
９
日
議
会
で
、
谷
川

町
長
が
水
族
館
誘
致
表
明
。
３

月
10
日
衆
議
院
予
算
委
員
会
で

玉
木
議
員
質
問
。
答
弁
で
高
市

総
務
大
臣
、
太
田
国
土
交
通
大

臣
は
民
間
資
金
活
用
で
地
域
活

性
化
に
も
つ
な
が
る
と
賛
成
表

明
を
し
た
。
資
金
は
町
税
ゼ
ロ
、

大
手
建
設
会
社
60
億
円
、
交
付

税
10
億
円
、
大
手
電
鉄
会
社
30

億
円
と
100
億
円
の
規
模
と
な
る
。

　
古
事
記
伝
は
大
国
主
命
と
浦

島
太
郎
が
同
一
人
物
で
、
亀
に

乗
り
龍
宮
の
乙
姫
様
と
会
う
ソ

フ
ト
イ
メ
ー
ジ
と
し
た
い
。
海

岸
町
の
亀
石
大
権
現
は
浦
島
の

宮
で
夏
祭
り
、
大
束
川
で
神
輿

の
水
浴
び
で
町
民
の
健
康
の
禊

を
行
な
っ
た
。
600
年
前
、
後
柏

原
天
皇
の
「
万
代
も
亀
の
上
な

る
大
和
こ
と
の
は
」
と
い
う
歌

が
あ
り
、
古
代
よ
り
常
世
の
国
、

四国最大水族館とＪＲ四国記念切符発売
水族館は民間主導、町は周辺環境
整備などで協力していく／町長

　
　
　
　
　
水
族
館
計
画
の
方

向
性
、
新
水
族
館
の
開
発
理
念
、

展
示
テ
ー
マ
な
ど
に
つ
い
て
は

１
月
15
日
に
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

会
社
か
ら
議
会
に
も
説
明
を
し

た
。
「
美
し
い
水
塊
で
宇
多
津

町
の
未
来
を
拓
く
水
族
館
を
誕

生
さ
せ
る
」
と
い
う
話
で
あ
っ

た
。
民
間
に
よ
る
運
営
会
社
の

設
立
や
周
辺
環
境
整
備
な
ど
、

町
と
し
て
協
力
で
き
る
も
の
は

積
極
的
に
推
進
し
た
い
と
考
え

て
い
る
。

　
テ
ー
マ
、
イ
メ
ー
ジ
を
浦
島

太
郎
に
と
の
こ
と
だ
が
、
民
間

一
般
質
問

一
般
質
問

理
想
郷
の
老
人
は
不
老
不
死
が

願
い
だ
。

　
水
族
館
設
置
に
託
し
、
老
人

医
療
費
無
料
化
と
し
た
い
。

　
谷
川
町
長
の
意
見
を
う
か
が

い
た
い
。

み
そ
ぎ

主
導
の
水
族
館
で
あ
る
た
め
、

話
と
し
て
聞
い
て
お
く
。
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宮
で
夏
祭
り
、
大
束
川
で
神
輿

の
水
浴
び
で
町
民
の
健
康
の
禊

を
行
な
っ
た
。
600
年
前
、
後
柏

原
天
皇
の
「
万
代
も
亀
の
上
な

る
大
和
こ
と
の
は
」
と
い
う
歌

が
あ
り
、
古
代
よ
り
常
世
の
国
、

四国最大水族館とＪＲ四国記念切符発売
水族館は民間主導、町は周辺環境
整備などで協力していく／町長

　
　
　
　
　
水
族
館
計
画
の
方

向
性
、
新
水
族
館
の
開
発
理
念
、

展
示
テ
ー
マ
な
ど
に
つ
い
て
は

１
月
15
日
に
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

会
社
か
ら
議
会
に
も
説
明
を
し

た
。
「
美
し
い
水
塊
で
宇
多
津

町
の
未
来
を
拓
く
水
族
館
を
誕

生
さ
せ
る
」
と
い
う
話
で
あ
っ

た
。
民
間
に
よ
る
運
営
会
社
の

設
立
や
周
辺
環
境
整
備
な
ど
、

町
と
し
て
協
力
で
き
る
も
の
は

積
極
的
に
推
進
し
た
い
と
考
え

て
い
る
。

　
テ
ー
マ
、
イ
メ
ー
ジ
を
浦
島

太
郎
に
と
の
こ
と
だ
が
、
民
間

一
般
質
問

一
般
質
問

理
想
郷
の
老
人
は
不
老
不
死
が

願
い
だ
。

　
水
族
館
設
置
に
託
し
、
老
人

医
療
費
無
料
化
と
し
た
い
。

　
谷
川
町
長
の
意
見
を
う
か
が

い
た
い
。

み
そ
ぎ

主
導
の
水
族
館
で
あ
る
た
め
、

話
と
し
て
聞
い
て
お
く
。
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応
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宇多津っ子

   〈子ども
議員へのインタビュー〉

表

　彰

宇多津小学校    ― 宇小（６名）
宇多津北小学校 ― 北小（８名）
宇多津中学校    ― 宇中（５名）

Ｑ1.　どうしてこの質問をしようと思いましたか。
　（宇小）　読書をして本と関わる機会を増やしたいし、中高生の読書離れを改善したいと思って。

　（北小）　地域行事に参加する人が少ないから、元気になってほしいと思って。

　（宇中）　高齢者や体の不自由な方にも、町並みを眺めながら旧市街地を散策してほしいから。

Ｑ2.　いつから、どのようにして資料を作りましたか。
　（宇小）　9月からアンケート調査や友だちの話を聞いて。

　（北小）　12月から昼休みとか放課後の委員会活動で。

　（宇中）　11月からインターネットや丸亀での巡回バスの情報を調べた。

Ｑ3.　答弁をどのように思いましたか。
　（宇小）　私たちのことを一番に考え、はっきりと答弁してくださった。

　（北小）　前向きに検討してくれるので良かったが、特にギネスに挑戦をしてほしい。

　（宇中）　町を動かすのは大変だと思った。　
Ｑ4.　町にどんな施設や場所があればいいですか。
　（宇小）　移動図書館

　（北小）　雨の日に遊べる場所・デパート・映画館・駅に食堂街

　（宇中）　総合運動公園

Ｑ5.　町のことで知りたいことは何ですか。
　（宇小）　小学生がお手伝いできることはあるのか。

　（北小）　塩の歴史について。

　（宇中）　町ができるまでの歴史について。　

青木議長 池田議員

子ども議会子ども議会

　　　　　傍聴児童の感想
（宇小・北小５年生）　
・無理と言うのではなくて、違うことを
   提案していたのは学級会でも生かせそう。
・お金の問題や場所のことなどで、難しい
　ことがあるのだなと思った。
・みんな、伝えたいという気持ちがしっか
　りあって、すごいな。
・しっかりと覚えて、はきはきと話すほう
　が、聞いている側は分かりやすい。
　・それぞれの学校が提案したのは、
　　しっかりとした理由があるのだ
　　なと思った。

　２月10日に恒例の「子ども議会」が開催されました。これは子どもたちに議会の仕組みを知
ってもらい、自分たちの生活との関わりを学んでもらうため、毎年この時期に行なっています。
　今年は町内小中学校から、議員と傍聴の総勢50人が参加しました。各学校ごとに、子どもた
ちが考えた「一般質問」を手作りのグラフや表、写真などを使ってわかりやすく発表しました。
近い将来、選挙権が18歳に引き下げられますが、今日参加した子どもたちを始め、若い世代が
政治を身近に感じてくれることを願ってやみません。

　          各学校の質問
　　　　《宇多津小学校》　移動図書館の開設を
　　　　《宇多津北小学校》地域行事の活性化と魅力あるイベントを
　　　　《宇多津中学校》　宇多津町に巡回バスの運行とレンタサイクルの設置を

　
こ
の
度
、
15
年
の
永
き
に
わ
た
り
町

議
会
議
員
と
し
て
活
動
さ
れ
た
２
人
の

議
員
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。
今
後
は
、

そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
町
に
貢
献
し
た
い

と
語
っ
て
い
ま
し
た
。
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議
会
広
報
特
別
委
員
会

委 

員 

長
　
西
本
　
祐
子

副
委
員
長
　
柴
村
　
賢
三

委
　
　
員
　
大
松
喜
次
郎

委
　
　
員
　
宮
本
　
　
隆

委
　
　
員
　
濵
中
　
保
夫

　
桜
の
季
節
に
な
り
ま
し
た
。

前
回
の
地
方
選
は
４
年
前
。
忘

れ
も
し
な
い
３
月
11
日
に
起
こ

っ
た
東
日
本
大
震
災
の
年
で
し

た
。
私
た
ち
の
手
で
自
然
災
害

を
防
ぐ
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
が
、

常
に
防
災
意
識
を
持
ち
、
あ
ら

ゆ
る
対
策
を
講
じ
る
こ
と
は
で

き
ま
す
。
各
ご
家
庭
で
は
話
し

合
い
や
準
備
は
で
き
て
い
ま
す

か
。

　
さ
て
、
議
会
だ
よ
り
は
こ
の

４
年
間
、
５
名
の
委
員
を
中
心

に
、
皆
様
に
読
ん
で
い
た
だ
け

る
紙
面
づ
く
り
を
目
指
し
て
ま

い
り
ま
し
た
。

　
今
ま
で
の
ご
愛
読
に
感
謝
す

る
と
と
も
に
、
さ
ら
に
読
み
応

え
の
あ
る
内
容
を
考
え
て
ま
い

り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
濵
中
　
保
夫

町立宇多津幼稚園修了式
　みんな希望を胸に、大きな
　声で歌いました

町立宇多津幼稚園修了式
　みんな希望を胸に、大きな
　声で歌いました

香川県宇多津町

４月26日（日） は
　　　町議会議員選挙
４月26日（日） は
　　　町議会議員選挙

町の将来を左右する大事な選挙です。
ぜひ、投票に行きましょう。
町の将来を左右する大事な選挙です。
ぜひ、投票に行きましょう。


